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良心的なものづくりを

三好食品工業 福岡県田川市

三好 兼治社長

九
州
一
円
を
商
圏
と
す
る
老
舗

の
豆
腐
・
厚
揚
げ
メ
ー
カ
ー
を
率

い
る
。
９
月
に
は

億
円
を
投
資

し
て
建
設
し
た

新
工
場
が
本
格

稼
働
。
厚
揚
げ

の
生
産
能
力
は

従
来
の
２
倍
に

な
る
。
原
料
の

大
豆
価
格
の
高

止
ま
り
や
量
販
店
の
安
売
り
競
争

な
ど
、
豆
腐
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
く
、
メ
ー
カ
ー
数
は
減

少
傾
向
だ
が
、
体
力
あ
る
会
社
の

納
品
先
は
拡
大
し
て
い
る
と
い

う
。
「
生
産
性
を
上
げ
て
市
場
の

要
望
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
」
と
語
る
。

曽
祖
父
が
１
９
１
９
年
、
豆
腐

や
油
揚
げ
の
製
造
を
始
め
た
。
今

で
は
年
商

億
円
と
、
九
州
で
は

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に
成
長
。
来
年

は
１
０
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

社
内
に
実
行
委
員
会
を
設
置
し
記

念
行
事
を
計
画
し
て
い
る
。
「
こ

れ
か
ら
の
１
０
０
年
も
『
良
心
的

な
も
の
づ
く
り
』
を
心
掛
け
、
豆

腐
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ア
プ
リ
の
「
メ
ル
カ

リ
」
を
わ
が
家
で
も

使
っ
て
み
た
。
家
庭

用
プ
リ
ン
タ
ー
が
壊
れ
、
使
い
道

が
な
く
な
っ
た
予
備
の
イ
ン
ク
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
。
以
前
な
ら
仕
方
な

く
捨
て
て
い
た
と
こ
ろ
だ
が
、
今

は
消
費
者
同
士
で
売
買
す
る
「
Ｃ

２
Ｃ
」
全
盛
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
撮
影
し
出
品
す
る
と
、
３
本
１

５
０
０
円
で
す
ぐ
に
買
い
手
が
見

つ
か
っ
た
▼
取
引
は
売
り
手
も
買

い
手
も
匿
名
。
郵
便
局
で
専
用
読

み
取
り
機
に
ス
マ
ホ
の
２
次
元
コ

ー
ド
を
か
ざ
す
と
、
送
り
状
が
出

て
く
る
。
こ
れ
を
封
筒
と
一
緒
に

窓
口
に
預
け
る
だ
け
。
数
日
後
に

受
け
取
り
連
絡
が
あ
り
、
手
数
料

と
出
品
者
負
担
の
送
料
を
引
い
た

額
が
売
上
金
と
し
て
ア
プ
リ
上
に

現
れ
た
▼
こ
の
金
で
中
古
書
籍
を

注
文
。
す
っ
か
り
「
メ
ル
カ
リ
経

済
圏
」
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ

た
。
い
わ
ば
Ｉ
Ｔ
時
代
の
物
々
交

換
。
要
ら
な
く
な
っ
た
モ
ノ
が
必

要
と
す
る
人
の
手
に
渡
る
。
こ
れ

が
Ｃ
２
Ｃ
人
気
の
理
由
だ
ろ
う
。

□
「
国
土
交
通
白
書
」
を
解
説

九
州
運
輸
局
と
九
州
地
方
整
備

局
は
９
月

日
午
後
４
時
か
ら
、

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
の
福
岡

合
同
庁
舎
新
館
で
、
「
平
成

年

度
国
土
交
通
白
書
説
明
会
」
を
開

く
。国

民
の
暮
ら
し
の
変
化
に
対
応

し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
空
き
地

・
空
き
家
問
題
な
ど
、
国
土
交
通

行
政
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
本
省

の
担
当
者
ら
が
解
説
す
る
。
先
着

１
５
０
人
程
度
。
参
加
無
料
。
８

月

日
ま
で
受
け
付
け
。
九
州
運

輸
局

０
９
２
（
４
７
２
）
２
３

３
３
。

□
Ｉ
Ｔ
担
当
者
向
け
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
講
座

一
般
社
団
法
人
学
生

就
職
支
援
協
会
は
、
中
小
企
業
の

社
内
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
シ
ス
テ

ム
管
理
者
な
ど
を
対
象
に
し
た
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
、

、

、

９
月
５
日
の
計
３
回
、
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
前
の
福
岡
商
工
会
議

所
で
開
く
。

社
内
シ
ス
テ
ム
で
多
い
ト
ラ
ブ

ル
へ
の
対
処
法
や
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
対
策
な
ど
に
つ
い
て
専
門
家

が
解
説
す
る
。
参
加
費
は
３
回
分

で
１
万
５
千
円
、
定
員

人
。
同

協
会

０
９
２
（
２
８
１
）
１
１

６
９
。

ス
マ
ホ
決
済

来
月
検
証

北
九
州
市

共
通
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
使
用

福
岡
県
を
地
盤
と
す
る
福
岡

銀
行
（
福
岡
市
）
な
ど
地
方
銀

行
３
行
と
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
Ｆ
Ｇ
）
は

日
、
現
金
の
代
わ
り
に
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
専

用
ア
プ
リ
で
読
み
取
る
決
済
の

実
証
実
験
を
北
九
州
市
で
９
月

１
日
か
ら
始
め
る
と
発
表
し

た
。ス

マ
ホ
決
済
が
普
及
し
て
現

金
決
済
の
比
率
が
低
下
す
れ

ば
、
代
金
支
払
い
の
利
便
性
向

上
や
銀
行
の
事
務
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。
各
行
は
ス
マ
ホ
決
済
の
導

入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

る
が
、
今
回
の
よ
う
に
同
じ
規

格
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
ア
プ
リ
を

使
っ
た
実
験
は
珍
し
い
と
い

う
。福

岡
銀
行
や
み
ず
ほ
銀
行
、

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
（
福
岡

市
）
、
北
九
州
銀
行
（
北
九
州

市
）
の
口
座
を
持
ち
、
決
済
ア

プ
リ
「
プ
リ
ン
」
を
利
用
で
き

る
人
が
対
象
。
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
周

辺
に
あ
る
約

店
舗
や
大
型
商

業
施
設
、
一
部
タ
ク
シ
ー
な
ど

で
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
決
済
で
き

る
。個

人
間
で
も
相
手
方
の
口
座

へ
の
送
金
が
で
き
る
。
実
験
は

月
末
ま
で
。
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∪
∪
∪
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∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
北
九
州
市
）
は

日
か
ら
、
本
社
敷
地
内
に
あ

る「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

の
特
別
展
示
室
で
、
日
本
有
数

の
建
築
系
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
間ま

」
（
東

京
）
の
人
気
企
画
を
紹
介
す
る

巡
回
展
を
開
く
。
水
回
り
機
器

の
歴
史
紹
介
に
加
え
、
最
先
端

の
建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
作
品
を
展
示
し
、
「
生
活
文

化
の
向
上
に
貢
献
す
る
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
強
化

を
図
る
。

初
回
は
、
形
を
自
由
に
変
え

ら
れ
る
紙
製
の
「
空
気
の
器
」

な
ど
で
知
ら
れ
る
ト
ラ
フ
建
築

設
計
事
務
所
（
東
京
）
の
作
品

展
。
「
ト
ラ
フ
展

イ
ン
サ
イ

ド
・
ア
ウ
ト
」
と
題
し
、

月

日
ま
で
開
催
す
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

２
０
１
５
年
８
月
の
オ
ー
プ
ン

以
来
、
約

万
人
が
来
館
。
知

名
度
の
高
ま
り
か
ら
県
外
か
ら

の
来
館
者
が
増
え
て
い
る
と
い

う
。
同
社
の
担
当
者
は
「
世
界

に
向
け
た
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ブ
ラ
ン
ド

の
発
信
拠
点
に
し
て
い
く
」
と

強
調
。
来
年
以
降
も
巡
回
展
を

定
期
開
催
し
て
い
く
方
針
を
示

し
た
。

（
向
井
大
豪
）

ＴＯＴＯギャラリー・間 の人気企画を

紹介する北九州市のＴＯＴＯミュージア

ム ＝ 日

ＴＯＴＯが建築作品展
北九州市できょうから ∪
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□
お
盆
の
Ｊ
Ｒ
や
高
速
船
、

台
風

号
接
近
の
影
響
で
利
用

減

Ｊ
Ｒ
九
州
は

日
、
お
盆

期
間
中
（
９
〜

日
）
の
利
用

状
況
を
発
表
し
た
。
台
風

号

接
近
の
影
響
な
ど
で
九
州
新
幹

線
（
博
多
｜
熊
本
）
、
長
崎
線

特
急
（
鳥
栖
｜
肥
前
山
口
）
、

日
豊
線
特
急
（
小
倉
｜
行
橋
）

の
３
線
区
の
合
計
利
用
客
数
は

前
年
比
３
％
減
の
約

万
千
人

だ
っ
た
。
福
岡
市
の
博
多
港
と

韓
国
・
釜
山
港
を
結
ぶ
高
速
船

の
利
用
客
は
前
年
比
８
・
３
％

減
の
７
５
５
４
人
。
台
風
接
近

や
昨
年
よ
り
休
日
が
減
っ
た
こ

と
が
影
響
し
た
と
み
ら
れ
る
と

い
う
。

西
日
本
高
速
道
路
九
州
支

社
に
よ
る
と
、
台
風
の
影
響
な

ど
で
管
内
の
５
㌔
以
上
の
渋
滞

発
生
数
（
８
〜

日
）
は
昨
年

比

％
減
の

回
。
九
州
道
で

は
、

日
午
前
に
福
岡
県
筑

紫
野
市
の
筑
紫
野
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
付
近
で
発

生
し
た

・
５
㌔
が
最
長
だ
っ

た
。

次
世
代
の
女
性
リ
ー
ダ
ー

九
州
経
済
産
業
局
が
募
集

来
月

日
ま
で

九
州
経
済
産
業
局
は
、
産
学

官
分
野
で
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育

て
る
事
業
に
取
り
組
む
。

日

か
ら
募
集
を
始
め
た
。
九
州
に

拠
点
を
置
く
企
業
や
大
学
、
行

政
機
関
な
ど
か
ら
管
理
職
や
管

理
職
候
補
と
い
っ
た
女
性
を
推

薦
し
て
も
ら
い
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
論
や
先
進
技
術
を
学
ぶ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
次
世
代

を
担
う
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
輩
出

を
目
指
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
Ｉ
Ｔ
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
「
グ
ル
ー
ヴ
ノ

ー
ツ
」
（
福
岡
市
）
の
佐
々
木

久
美
子
会
長
や
福
岡
県
福
津
市

の
松
田
美
幸
副
市
長
ら
に
よ
る

講
演
を
予
定
。
参
加
者
で
少
人

数
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
生
産

現
場
の
高
度
化
や
自
動
走
行
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
共
有
型
経
済
）
な
ど
の
分
野

で
九
州
経
済
が
成
長
す
る
た
め

の
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
、
成
果

報
告
会
も
実
施
す
る
。

期
間
は

月
か
ら
来
年
２
月

ま
で
で
、
福
岡
市
博
多
区
の
福

岡
合
同
庁
舎
本
館
１
階
の
九
経

交
流
プ
ラ
ザ
を
中
心
に
計
５
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
す
る
。

所
属
先
か
ら
推
薦
を
受
け
た
女

性
の
ほ
か
、
経
営
者
は
自
薦
で

参
加
が
可
能
。
５
回
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
全
て
に
出
席
で
き
る
こ
と

が
条
件
で
、
参
加
費
は
無
料
。

定
員
は

人
程
度
で
申
し
込
み

先
着
順
。９
月

日
締
め
切
り
。

同
局
地
域
経
済
課
産
業
人
材
政

策
担
当

０
９
２
（
４
８
２
）

５
５
０
４
。

（
具
志
堅
聡
）
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省
電
力
で
広
範
囲
に
接
続
で

き
る
無
線
通
信
技
術
「
Ｌ
Ｐ
Ｗ

Ａ
」
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
や
社

会
実
験
が
相
次
い
で
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
モ
ノ
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
つ
な
ぐ
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
適
し

た
技
術
と
し
て
、
活
用
の
裾
野

も
幅
広
い
。
新
し
い
通
信
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
普
及
す
る
の
か
注

目
が
集
ま
る
。

（
石
田
剛
）

企業 自治体導入へ本腰
需要増と低コスト化鍵に

ＬＰＷＡ

水位や水温を計測するセンサー

を付けたチョウザメの養殖用いけ

す。データは無線で送信される

＝７月、宮崎県椎葉村 西部ガス

が実証実験をしているスマートメ

ーターによるデータ収集＝熊本市

九
州
山
地
の
中
央
部
、
宮
崎

県
椎
葉
村
。
山
中
に
あ
る
い
け

す
の
脇
に
、
ア
ン
テ
ナ
が
付
い

た
機
器
が
３
台
取
り
付
け
ら
れ

て
い
る
。
水
温
、
水
位
、
溶
存

酸
素
量
、
ｐ
Ｈ
値
を
測
り
、
無

線
で
送
信
す
る
セ
ン
サ
ー
だ
。

い
け
す
の
中
で
は
、
体
長
１
・

５
㍍
ほ
ど
の
チ
ョ
ウ
ザ
メ
が
悠

々
と
泳
ぐ
。
「
管
理
が
非
常
に

楽
に
な
っ
た
。
デ
ー
タ
の
取
り

忘
れ
も
な
く
品
質
向
上
に
つ
な

が
る
」
。
養
殖
し
た
チ
ョ
ウ
ザ

メ
の
卵
か
ら
キ
ャ
ビ
ア
を
加
工

販
売
す
る「
森
の
め
ぐ
み
」（
椎

葉
村
）
の
鈴
木
宏
明
専
務

は
笑
顔
を
見
せ
る
。

川
の
水
や
地
下
水
を
引
き

入
れ
、

の
い
け
す
で
チ
ョ
ウ

ザ
メ
と
ヤ
マ
メ
を
養
殖
す
る
。

か
つ
て
水
を
流
す
ホ
ー
ス
が

土
砂
で
詰
ま
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
台
風
や
大
雨
の
際
に
は

１
時
間
に
１
回
程
度
い
け
す
を

巡
回
し
て
い
た
。
労
力
を
軽
減

す
る
た
め
Ｑ
Ｔ
ｎ
ｅ
ｔ
（
福
岡

市
）
と
協
力
し
、
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
を

用
い
た
セ
ン
サ
ー
で
い
け
す
を

管
理
す
る
実
験
を
２
月
か
ら

始
め
た
。

い
け
す
の
あ
る
場
所
は
携
帯

電
話
の
電
波
が
ほ
と
ん
ど
届
か

な
い
。
Ｑ
Ｔ
ｎ
ｅ
ｔ
は
専
用
基

地
局
と
中
継
器
２
台
を
設
置
。

デ
ー
タ
は
１
時
間
お
き
に
送
信

さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

保
存
さ
れ
る
。
「
養
殖
の
管
理

シ
ス
テ
ム
構
築
を
模
索
し
て
き

た
が
、
デ
ー
タ
の
収
集
が
課
題

だ
っ
た
。
実
験
中
の
方
法
は
と

て
も
ス
マ
ー
ト
」と
鈴
木
さ
ん
。

コ
ス
ト
を
検
証
し
、
本
格
導
入

を
検
討
す
る
。

∞

∞

Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
の
通
信
環
境
を
提

供
す
る
自
治
体
も
出
て
い
る
。

福
岡
市
は
２
０
１
７
年
度
、
約

１
千
万
円
を
か
け
て
市
内
の
約

７
割
を
カ
バ
ー
す
る
無
線
通
信

網
を
整
備
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
実
証
実

験
に
取
り
組
む
企
業
に
無
料
で

開
放
し
て
い
る
。
福
岡
県
飯
塚

市
は
京
セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
京
都
市
）
な

ど
と
協
定
を
結
び
、
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ

を
使
っ
た
実
証
事
業
が
で
き
る

エ
リ
ア
選
定
に
協
力
し
た
。

西
部
ガ
ス
（
福
岡
市
）
は
福

岡
市
の
通
信
網
を
活
用
し
、
通

信
機
能
を
持
つ
次
世
代
ガ
ス
計

測
器
「
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
」

か
ら
デ
ー
タ
を
集
め
る
実
証
実

験
を
し
て
い
る
。
熊
本
市
で
も

Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
で
実
験
中
だ
。
ス
マ

ー
ト
メ
ー
タ
ー
が
普
及
す
る

と
、
検
針
業
務
の
効
率
化
に
加

え
、
遠
隔
操
作
に
よ
る
災
害
時

の
迅
速
な
復
旧
な
ど
も
期
待
で

き
る
。
「
大
規
模
、
低
コ
ス
ト

で
通
信
で
き
る
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
を
使

え
ば
導
入
し
や
す
く
な
る
」
と

西
部
ガ
ス
総
合
研
究
研
修
所
の

安
河
内
勇
人
マ
ネ
ジ
ャ
ー

は
語
る
。

基
地
局
設
置
の
免
許
が
要
ら

ず
、
低
コ
ス
ト
で
の
運
営
が
可

能
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
Ｌ
Ｐ
Ｗ

Ａ
の
活
用
は
参
入
障
壁
が
低

い
。
福
岡
市
で
は
、
市
の
想
定

の
４
倍
超
と
な
る

件
の
実
験

が
行
わ
れ
て
い
る
。
市
新
産
業

振
興
課
は
「
地
場
企
業
の
新
サ

ー
ビ
ス
創
出
や
企
業
誘
致
に
つ

な
げ
た
い
」
と
す
る
。

∞

∞

Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
の
定
着
へ
向
け
、

鍵
と
な
る
の
が
コ
ス
ト
だ
。
新

た
な
シ
ス
テ
ム
構
築
時
、
通
信

機
器
は
既
に
安
価
な
製
品
が
出

回
っ
て
い
る
も
の
の
、
通
信
費

が
高
い
と
運
営
コ
ス
ト
は
か
さ

む
。
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
は
通
信
の
容
量

や
速
度
を
抑
え
て
い
る
た
め
、

携
帯
電
話
な
ど
に
比
べ
て
一
般

的
に
通
信
費
は
安
い
が
、
事
業

者
に
よ
っ
て
価
格
設
定
に
は
幅

が
あ
る
。
無
線
通
信
に
詳
し
い

福
岡
大
工
学
部
の
太た

郎ろ
う

丸ま
る

真
教

授
（
情
報
工
学
）
は
「
接
続
さ

れ
る
端
末
が
増
え
れ
ば
コ
ス
ト

は
下
が
る
。
需
要
の
広
が
り
次

第
だ
」
と
指
摘
す
る
。

一
方
、
接
続
端
末
が
大
量
に

な
る
と
、
電
波
の
〝
混
線
〞
が

起
こ
り
通
信
障
害
が
発
生
し
や

す
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
端

末
か
ら
の
デ
ー
タ
送
信
設
定
の

調
整
や
、
基
地
局
増
設
な
ど
の

対
策
が
必
要
と
な
る
。

Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
に
は
複
数
の
規
格

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
性
の

見
極
め
も
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
そ

う
だ
。福
岡
市
が
採
用
し
た「
Ｌ

ｏ
Ｒ
ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
（
ロ
ー
ラ
ワ

ン
）
」
は
技
術
の
多
く
が
公
開

さ
れ
、
活
用
に
関
す
る
企
業
連

合
に
世
界
で
５
０
０
社
以
上
が

参
加
し
て
い
る
。

Ｑ
Ｔ
ｎ
ｅ
ｔ
が
椎
葉
村
で
用

い
た
「
Ｚ
Ｅ
Ｔ
Ａ
（
ゼ
タ
）
」

は
複
数
の
中
継
器
を
使
っ
て
通

信
範
囲
を
拡
大
で
き
る
。
太
郎

丸
教
授
は
「
電
波
が
つ
な
が
り

に
く
い
場
合
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
時

の
対
応
も
重
要
と
な
る
だ
ろ

う
」
と
話
す
。

「
Ｌ
ｏ
ｗ

Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

Ｗ
ｉ
ｄ
ｅ

Ａ
ｒ

ｅ
ａ
」
の
略
で
、
消
費
電
力
が
低
く
数
㌔
の
範
囲

で
通
信
が
可
能
な
無
線
通
信
技
術
。
携
帯
電
話
の

電
波
よ
り
も
通
信
速
度
は
遅
く
、
大
容
量
の
デ
ー

タ
送
信
は
難
し
い
一
方
、
複
数
の
端
末
間
で
単
純

な
デ
ー
タ
を
継
続
的
に
送
受
信
す
る
よ

う
な
通
信
に
向
い
て
い
る
。
免
許
不
要

で
基
地
局
の
設
置
が
で
き
る
。

広
い
通
信
エ
リ
ア
魅
力
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